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１．改定案の概要

１

■令和元年８月に開催した第１０回事業評価小委員会において、評価手法（Ｂ２）に対し、委員から以下意見が出され、対応を検討
するもの。
（１）防災が非常に大事な施設でＢ評価となっている。取組の数は少ないが、構造体等の性能は一般の建築物より高くなっているので、そこも示した方が良い。
（２）環境保全性基準を満たした上で、取組数で評価する方法はいつまで続けるのか。取組数ではなく、性能を定量的に評価できるものもあるのではないか。
（３）内装を木質化したらＢ、さらに自転車置き場を木造にしただけでＡになるが、自転車置き場は面積的に圧倒的に少ない。評価結果は相応しいものとなっているか。

背景及び課題

評価の考え方

性能：機械や道具の性質と能力。また、機械などが
仕事をなしうる能力。【デジタル大辞泉（小学館）】

機能：ある物が本来備えている働き。全体を構成す
る個々の部分が果たしている固有の役割。また、そ
うした働きをなすこと。【デジタル大辞泉（小学館）】



２．施策に基づく付加機能
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